
26 家畜伝染病の水際検疫強化対策・早期発見・封じ込め対策

２．家畜伝染病の早期発見対策

○ 動物検疫所に検査機器等を配備することによりＡＳＦ等の検査体制を構築し、
迅速な国内防疫を支援します。

３．万が一のＡＳＦ侵入に備えた封じ込め対策

① 移動式レンダリング装置
農場現地で死体を破砕・加熱処理する装置（処理能力2000頭/１日） を追加配備し
ます。

② 電殺機
豚を殺処分するための使用装置（鉗子で豚を挟み電流放出する装置）を追加配備します。

１．水際における検査検疫体制の強化

① 罰則適用の厳格化のための情報収集体制を強化します。

② セキュリティゲートの活用等による携帯品検査体制を強化します。

【移動式レンダリング装置】

＜対策のポイント＞
ＡＳＦの侵入を防ぐために水際検疫体制を強化します。
また、家畜伝染病の早期発見や封じ込めのため、台数が不足している検査機器や防疫機材を追加配備します。

＜政策目標＞
家畜伝染病のまん延防止措置が適切に実施されていないため、まん延させてしまった事例の件数を０件とすること

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

セキュリティゲートの設置

①床設置式 ②卓上設置式

【携帯品検査体制の強化】

【電殺機】

［お問い合わせ先］消費・安全局動物衛生課（03-3502-5994）

【令和元年度補正予算額 1,305百万円】
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